が、 鼠 小僧の 人柄 なぞ を どうして 知ってい 

たの かと 思ったら、 そのころ 祖母 夫婦 は、 

がくや じんみ ち ふきや 

楽屋 新道 II 葺屋 町、 解 町、 などの 芝居に 

すま 

近い —— の 附近に 住って いた。 場処 がらで 

おか ぴき 

気ら くに 暮し ていたと 見え、 近所の 岡つ 引 

の 細君と 仲 をよ くして いたと いう。 自然 そ 

んな ことから 鼠 小僧の 引 廻し も 見た ので あ 

ろう。 

七ッの アンボン タンに、 九ッの アンボン タンに、 十 

、 十二の アンボン タンに おぼろげながら 近くの 町の 



以下、 その 老爺さん の 生活の 断片で、 アンボン タン 

の 眼に 映った ヒル ムの 屑で ある。 

すべ ての ことに 転々 とする 人 を 見る とさび しい 焦燥 

を 他人 ごとながら 感じて、 石が 汗をかく ような にじみ 

さが 

だ す 涙が y J みあげ てく る 時が ある。 生れな がらの 性 も 

あろうが、 ピッ タリと、 ものに 廻り あわぬ 悲しい 人た 

ちな ので ある。 蚕で さえ 心に あう ところの あるまで、 

繭 を かける 場処を 選んで、 与えられた 木の 枝の、 果か 

ら はしまで 歩き 廻る —— そ れは 何やら 満 されない 本能 

の 求めな ので はなかろう か —— 老爺さん 湯 川 氏 も、 自 

分の 本質 を 空しく して、 ただ 長く 生きた 九十 年の 生涯 



である。 

まん， tl 、 

老爺さん は、 湯 川と いうの も 自分の 本姓で はない。 

仙 台 屋敷に 生れた から 仙 台 様の 藩士だろう。 お 留守 & 

役 だと もき いたが、 廻 米の 事に 明るかった。 父親 も そ 

の 役だった と 見える 訳が あるから、 江戸で 生れた 東北 

系の 人で ある。 

廻 来と は 仙 台 領の来 を 船で 廻して くる ことで、 その 

領地 来 を 江戸 邸 で 受取る 役人な の だ。 江戸 詰の 藩士 

の 禄高 通リ 全部 米で 与えた ものな のか。 あるいは 金に 

代えて 渡した ものな のか。 よくき いてお かなかった。 

当時の 蔵 前の 札 差 や、 浜 方な どとの 取引 関係から、 数 



人の 一人 は、 先見の明 を ほこって、 小金 貸で も はじめ 

たで あろうが、 みじめな の は、 新 湯 川 金 左 衛門邦 純で 

あった。 

もっと おじい りんのう じ みや 

尤も 老爺さん の 妻の 父親が、 上野 輪 王 寺の 宫に何 

あきの かみ 

か 教えて いた X X 安芸 守と いう 旗本で、 法 親王が 白 河 

へお 落ちに なつてから 建白書の ような もの を 書いて 死 

しょうぎた い 

んだ 人で あり、 身寄りに も 上野の 彰義隊 で 死んだ 若 も 

そろばん 

の もあった から、 算盤 を はじく 武士より 直参 武士に な 

れと 進められ たの かも 知れない。 とはいえ 新 御 直参 一 

家 は、 五月 十六 日朝の 官軍 上野 攻めで 狼狽て た。 いよ 

じゅ-つき 

いよ 敗軍と きくと 逃 出す 騒ぎで、 什器 を 池の なかに 投 



込んだり II 上野 山 下の 商家で は 店の 穴蔵へ 入れた と 

いう —— 井戸へ 入れて おいたりして 逃 出した。 老爺 さ 

やしき 

んのニ 女 II 総領娘 は ある 大名 邸 に 御殿 奉公 をして 

おとこ まげ 

いた —— 私の 母 は 九 歳だった が、 男鬅 にして いたの 

で 小刀 を 差して 連れられて 逃げた。 吉 原の 土手 下で 夜 

きん 

を 明した 時、 どこの もの かが 名物の 土手の 金つ ば をく 

れ たが、 その 大きさとう まさを 何時までも 忘れな かつ 

たと 言った。 そうして この 新 御 直参 一 家 はみ ずから 没 

かめの すけ ちっきょ 

落し、 徳川 十六 代 亀 之 助 様のお 供、 静岡 蟄居と いう は 

めに おちた。 

品 川から 出た ニ艘の 幕府の 汽船に 押し 積まれて 静岡 



振り袖 姿の 年頃の 娘 を 見る 事 は 親た ち は 嬉し か つ た。 

, J の 娘 だけが 失わずに い た 衣装 道具 を、 失わさず に お 

かせたい と 思った。 とはいえ 用捨な く 生活の 代 は 詰る 

ばかりで ある。 それ を 助ける ためにお 供の 連中 は 

えんしゅう おまえざき えんでん 

遠 州 御前崎に 塩田 をつ くれと な つ た。 

くっきょう 

あたしの 母 は 十二に なって、 屈強な 体力 を もって 

いた。 姉と 妹 二人 はどうに もなら なかった。 彼女 は 小 

船 を 漕いだ。 彼女が 今でも 一 番 恋しい 景色 は 遠 州 御前 

いまぎ 

崎の 今 切れの 渡しのと ころと 味方が 原 だとい う。 彼女 

は 早抹、 父親 を はげまして 自ら 小船 を 漕いで 塩 浜へ 

と ゆく。 十二の 彼女の 海水の 撒きぶ りに は 及ぶ ものが 



家 も 富貴だった ので、 巿ケ 谷の あまざけ や (有名な 呉 

服 店) で、 好みで 染めさせ たものば かりだつ たが、 私 

は 子供心に もこの 嫁入りの 仲人が 変 だと 思った。 昔の 

お金 は 小判で 重い のに、 包んで きた 水引の かかった 奉 

書 は 薄っぺらで 軽かった。 よっぽど たって 嫁入り さき 

つれ あ 

にたず ねて いったら、 連合い も、 姑 も、 姉 も、 みんな 

が あたしの 姉さんの 着物 を 着て いた。 

無力の 巧んだ 一種の 略奪であった。 さすがの 御 直参 

湯 川 氏 も 考えさせられた。 これで はならない と 働き も 

のの 二 女 を 伴れ て 江戸へ 出た。 江戸に は 住みす てた 

やしき 

邸 も ある。 池の 中には 何 かしらが 残って いよう。 深 



は 気 むずかしい 伯母の 小間使い になった。 

だが、 人間 を あやつる 傀儡師 はなん というい たずら 

をしょう とする のか、 この 湯 川 氏が、 働き ものの 二 女 

を 芸妓に 売ろうと 思ったり、 また、 この 小娘が 未来に 

せんくしゃ 

教育界の 先躯 者と なろうと したの を させなかったり I 

I 彼女に 手習い を 教えた 女 学者が、 この 子 を 養って 自 

分の 意志 を つらぬか せたいと 懇望した が 許さなかった 

のだった。 

石 川 佐 兵衛は 暗愚で も、 時流が 廻 来、 廻船 問屋と い 

う もの を 恵んだ。 そこに 湯 川 氏の 数算と 長年の 蘊蓄が 

役に立って 石 川の 家運 は あがった。 その 頃の 湯 川 氏の 



じけ むら みの むら そうそう 

知己の 名 は自毛 村で あると か、 三 野 村 だと か錚々 たる 

大 実業家と なった 人た ちで ある。 石 川 屋は三 井 物産 前 

身の 如き もの だと もき いたが、 やがて 石 川屋は 没落し、 

それより ずっと 前に 湯 川 氏 はまた 動きだした。 あたし 

が 知った 老爺さん 湯 川 氏 は、 それから ずっと 後の 彼 

だった の だ。 

- つち うじ 

あたしの 家で —— 彼のい う 長 谷川 氏の 宅で、 彼のた 

ばんさんかい 

めに 小 晩餐会が 催された ことがある。 彼の 老妻 や、 他 

の 娘 や、 娘た ちの 婿な ども 寄り あつまつ たが、 客 座敷 

めいめい ぜん 

ではなく 常の 食事 をす る 室で、 各自 膳で 車座に なって 



お 酒 も 出た。 

ごきょうおう 

「いや、 どうも、 かくお 手厚い 御 饗応に あって は 恐縮 

のいたり で —— 」 

ゆたか いんきょ 

木魚の 顔が 赤くな つ て、 しどく 豊 に、 隠居 じみた 笑 

い を 浮べ て、 目をシ ョボシ ョボ させながら 繰返して 

いっていた。 

「老爺さん、 こんど こそ は ひとつ モノに して 下さい、 

みんな 

なにしろ 君に いためられた 皆が 浮かばな いよ。 こつ 

- つち 

ちの 家 だって、 なんだかんだって 大変 だ あね。」 

そういつ たの は 姉 娘の 婿 —— 遠 州で は 仲人に たった 

旗本だった。 



は それ を 盗む の だからい けない な。」 

「おじいさん も 盗んだ の？」 

「そうだよ、 盗んで 幾 個 も 食べた。」 

「なんの ために 食べた の？」 

なが いき 

「長生 をす るた めに さ。」 

「何故？」 

たち 

「硫黄 を II 質の いい 硫黄 を 製造して II 硫黄の 出る 

山 は ゥンと 見て あるの だけれ ど —— お前のお 父さんが 

承知 さえして くれれば …… 」 

なたまめ キ セル 

おじいさん は 刀 豆 煙管 をジ ュ ッと 吸った。 

おそれ ざん 

「 恐 山 に 熊が 出る の？」 



みよ リ 

老爺 さ ん が 得意 になる と、 今まで 冷笑して いた 親類 

の ものが 手伝い 志願 を 申出た。 自分た ち も 損 をした だ 

け 取 りかえ そうとい う、 御 直参 旗本の 当主 や 子 や 孫で 

ある。 

うめぼし たくあん こ リ 

梅干 幾 樽、 沢庵 幾 樽、 寝具類 幾 行李 II 種々 な 荷物 

が 送られた。 御 直参 氏た ち は 三 河 島の 菜漬が なければ 

困る という 連中で あるから、 行く とすぐ に 一 人ず つ 一 

らくご 

人ず つ 落伍して 帰つ て 来て しま つ た。 そして 言う こと 

はおな じだった。 

ひとく わ 

「何しろ、 一 鍬 いれる と プンと 強く 硫黄が 句う の だか 

ら、 胸が 苦しく つて 飯 も 食えない。」 
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